
令和 6年 10 月号

まちの出来事をお届け本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、市ホー
ムページ「まちの話題」
に掲載しています

　

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
９

月
４
日
、
市
内
最
高
齢
者
の

鈴
木
さ
つ
き
さ
ん（
下
柏
町
）

を
お
祝
い
す
る
た
め
、
鈴
木

さ
ん
が
利
用
し
て
い
る
「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
喜き

ら
く楽

」（
川
之

江
町
）
を
篠
原
市
長
が
訪
問

し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
大
正
７
年
生

ま
れ
の
１
０
６
歳
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ
に
通

１
０
６
歳　
鈴
木
さ
つ
き
さ
ん

市
内
最
高
齢
を
お
祝
い

い
な
が
ら
、
三
女
の
富
子
さ

ん
と
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者

が
見
守
る
中
、
篠
原
市
長
か

ら
お
祝
い
状
や
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
性
の
最
高
齢
者 

藤
田
益
雄
さ
ん（
１
０
３
歳
・

川
之
江
町
）
に
も
、
お
祝
い

状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

鈴木さつき鈴木さつきさん（下柏町）

大正７年（1918 年）生まれ
106 歳

長生きの秘訣は歩くことと
何でも食べること

い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い

祝祝

　

８
月
18
日
、
約
30
万
本

の
コ
ス
モ
ス
が
見
頃
を
迎

え
た
翠
波
高
原
（
金
砂
町

平
野
山
）
で
「
コ
ス
モ
ス

ま
つ
り
」が
あ
り
ま
し
た
。

　

標
高
が
高
く
暑
さ
も
い

く
ぶ
ん
和
ら
ぐ
高
原
に

は
、
朝
か
ら
多
く
の
行
楽

客
が
訪
れ
、
遊
歩
道
か
ら

コ
ス
モ
ス
を
撮
影
し
た

り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
バ
ザ
ー
を
楽
し
ん
だ
り

と
、
一
足
早
い
秋
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

一
足
早
い
秋
の
訪
れ

翠
波
高
原
で
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

　

８
月
18
日
、
て
ら
の
湖

畔
広
場（
富
郷
町
津
根
山
）

で
「
夏
の
感
謝
祭
」
が
あ

り
、
家
族
連
れ
な
ど
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ア
メ
ゴ
の
つ
か

み
取
り
に
は
、
今
年
も
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
。
プ
ー
ル
の
中
を
素
早

く
泳
ぐ
ア
メ
ゴ
に
苦
戦
し

な
が
ら
も
、
家
族
の
応
援

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
、
懸
命
に
捕
ま
え
て
い

ま
し
た
。

嶺
南
の
恵
み
に
感
謝

て
ら
の
・
金
砂
湖
畔
広
場 

夏
の
感
謝
祭

　

８
月
24
日
、
学
校
給
食

米
「
う
ま
そ
だ
ち
」
の
収

穫
祭
が
土
居
町
蕪
崎
の
田

ん
ぼ
で
あ
り
、
市
内
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
ら
約

２
０
０
人
が
黄
金
色
の
稲

穂
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
み
ん
な
で
手
植

え
し
た
苗
は
、
た
わ
わ
に

お
米
を
実
ら
せ
た
立
派
な

稲
穂
に
成
長
。収
穫
後
は
、

早
速
お
に
ぎ
り
に
し
て
、

参
加
者
み
ん
な
で
頬
張
り

ま
し
た
。

地
域
の
「
食
」
と
「
農
」
を
体
感

学
校
給
食
米
を
小
学
生
ら
が
収
穫

　

９
月
２
日
、
市
役
所
市

民
交
流
棟
１
階
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
関
す
る
全
て
の

手
続
き
と
相
談
が
で
き
る

専
門
窓
口
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
12
月
２

日
に
従
来
の
健
康
保
険
証

の
新
規
発
行
が
終
了
し
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
や

保
険
証
と
の
紐
付
け
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

28
・
６
１
６
１

も
っ
と
身
近
に 

も
っ
と
便
利
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
セ
ン
タ
ー
開
設

　

８
月
22
日
、
し
こ
ち
ゅ

～
ホ
ー
ル
で
「
四
国
中
央

紙
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
紙
國
の
祭
典
」
と
し

て
、
紙
ま
つ
り
や
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
と

共
に
日
本
一
の
紙
の
ま
ち

を
象
徴
す
る
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
。
今
回
は
、
ユ
ニ
・

チ
ャ
ー
ム
㈱
の
高
原
豪
久

代
表
取
締
役 

社
長
執
行

役
員
と
国
土
交
通
省
吉
野

川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

の
青
木 

研け
ん

事
務
所
長
の

講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
約
80
の
国
と
地

域
で
事
業
を
展
開
し
、
約

１
万
６
千
人
の
社
員
を
率

い
る
高
原
社
長
。
講
演
で

は
、
常
に
現
場
を
大
切
に

す
る
経
営
方
針
や
紙
パ
ン

ツ
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
、
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
木
所
長
は
、

本
市
の
産
業
を
支
え
る
銅

山
川
分
水
の
た
め
に
、
先

人
た
ち
が
乗
り
越
え
て
き

た
苦
難
の
歴
史
や
治
水
と

利
水
に
よ
り
、
ま
ち
と
産

業
を
守
る
ダ
ム
の
使
命
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
高
原
社
長
が
講
演

四
国
中
央
紙
フ
ォ
ー
ラ
ム 

開
催

ユニ・チャーム株式会社
代表取締役 社長執行役員 高原豪久氏

国土交通省 四国地方整備局
吉野川ダム統合管理事務所長
青木 研氏

　

昭
和
36
年
生
ま
れ
の
同

級
生
で
結
成
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
紙
お
ど
り
に
花
を
添

え
て
き
た
「
昇
華
連
」
が
、

12
年
の
活
動
に
幕
を
下
ろ

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
、
連
を
代
表

し
て
小
山
靖
孝
さ
ん
（
写

真
中
央
）
と
篠
原
成し

げ
こ子

さ

ん
（
同
右
）
が
市
役
所
を

訪
れ
、「
防
災
対
策
に
役

立
て
て
欲
し
い
」
と
、
活

動
資
金
の
残
金
を
篠
原
市

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

12
年
の
活
動
に
幕

「
昇
華
連
」
が
活
動
資
金
を
寄
贈

　

９
月
２
日
、
森
と
湖
畔

の
公
園
（
金
田
町
半
田
）

の
中
央
広
場
に
、
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
イ
ー
ス
ト

愛
媛
（
好
井
光
江
会
長
）

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
遊
具

「
ち
び
っ
こ
マ
ウ
ン
テ
ン
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
遊
具
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
、
出
席
者
ら

が
見
守
る
中
、
保
育
施
設

し
ゃ
ぼ
ん
玉
（
上
分
町
）

の
園
児
た
ち
が
初
す
べ
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

森
と
湖
畔
の
公
園
に
新
し
い
遊
具
誕
生

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
イ
ー
ス
ト
愛
媛 

寄
贈

オ
レ
ン
ジ
色
の
旋
風
を
巻
き
起
こ
せ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
四
国
中
央
チ
ー
ム
が
全
国
へ

　

５
月
に
松
山
市
で
開
催

さ
れ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

県
大
会
で
優
勝
し
た
「
四

国
中
央
チ
ー
ム
」（
合
田

里
士
代
表
）
が
、
10
月
５

日
か
ら
岡
山
県
で
開
催
さ

れ
る
「
全
日
本
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
に

出
場
し
ま
す
。
９
月
９
日

に
篠
原
市
長
を
表
敬
訪
問

し
た
同
チ
ー
ム
。「
県
代

表
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
勝

ち
進
み
た
い
」
と
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
、
長
年
に
わ

た
り
行
政
に
対
す
る
要
望

な
ど
の
解
決
と
行
政
運
営

の
向
上
に
寄
与
し
た
事
が

た
た
え
ら
れ
、
行
政
相
談

委
員
の
石
川
允
雄
さ
ん

（
下
柏
町
）
が
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

石
川
さ
ん
は
、
平
成
21
年

か
ら
現
在
ま
で
、
市
民
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

熱
心
に
相
談
活
動
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
20
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

市
民
と
行
政
の
橋
渡
し

行
政
相
談
委
員 
石
川
允ま

さ
お雄

さ
ん
に
大
臣
表
彰
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８
月
25
日
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
や
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現

実
）
な
ど
、
児
童
生
徒
が

最
先
端
の
技
術
と
知
識
に

触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
川
之
江
小
学
校
で
開
催

さ
れ
、
市
内
の
小
中
学
生

と
保
護
者
約
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
大
学
と
東
京
学
芸

大
学
の
協
力
に
よ
り
実
現

し
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
。

参
加
者
は
、
レ
ゴ
社
の
教

材
「
Ｓ
ｐ
ｉ
ｋ
ｅ
」
を

使
っ
て
、
自
ら
組
み
立
て

た
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
競
っ
た
り
、
Ａ

Ｒ
（
拡
張
現
実
）
技
術
を

使
っ
た
新
時
代
の
ス
ポ
ー

ツ
「
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｏ
」
で
、ゴ
ー

グ
ル
越
し
に
現
れ
た
モ
ン

ス
タ
ー
を
仲
間
と
倒
し
た

り
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら

学
び
を
深
め
ま
し
た
。

最
先
端
技
術
を
体
感

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

初
開
催

　

７
月
に
埼
玉
県
で
開
催

さ
れ
た
「
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大

会
」
に
出
場
し
た
、
烈
蹴

会
（
土
居
町
野
田
）
所
属

の
瀬
戸
丸 

遥
さ
ん
（
土

居
中
２
年
）
が
見
事
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
に
篠
原
市
長

を
表
敬
訪
問
し
、
優
勝
報

告
を
し
た
瀬
戸
丸
さ
ん
。

「
二
連
覇
を
目
指
し
ま
す
」

と
、
次
回
大
会
へ
の
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

瀬
戸
丸 

遥
さ
ん
が
全
国
制
覇

　

７
月
の
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
や
８
月
の
四
国

中
学
校
総
合
体
育
大
会

で
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
市
内
中
学
校
の
選
手
た

ち
が
、
８
月
に
長
野
県
な

ど
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国

中
学
校
体
育
大
会
」
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

大
会
を
前
に
し
た
８
月

16
日
に
篠
原
市
長
を
表
敬

訪
問
し
、
全
国
大
会
に
懸

け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

伝
え
た
選
手
た
ち
。
篠
原

市
長
は
「
今
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
こ
と
を
十
分
に

発
揮
し
、
悔
い
が
残
ら
な

い
よ
う
全
力
で
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
、
選
手
た

ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

柔
道
（
右
写
真
）

篠
原
蒼あ

お
い依
さ
ん
（
川
之
江

南
中
３
年
・
写
真
中
央
）、

木
下
和か

ず
よ
し雄

さ
ん
（
三
島
西

中
３
年
・
同
右
）、
髙
橋 

音の
ん

さ
ん（
三
島
南
中
２
年・

同
左
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
左
写
真
）

土
居
中
学
校
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
主
将

川
上
由ゆ

う
り莉

さ
ん
・
写
真
前

列
中
央
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会 

出
場
選
手
た
ち
が
健
闘
を
誓
う

　

８
月
３
日
、
四
国
内
の

中
高
生
が
自
律
移
動
型
ロ

ボ
ッ
ト
の
製
作
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
競
う
「
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
」
が
金
生
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
課
題
は
「
救

助
活
動
」。
選
手
ら
は
、

製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
が
れ
き

を
よ
け
さ
せ
た
り
、
ピ
ン

ポ
ン
玉
の
支
援
物
資
を
運

ば
せ
た
り
し
て
、
ポ
イ
ン

ト
を
競
い
ま
し
た
。

救
助
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
せ
よ

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
０
２
４
四
国
大
会 

開
催

県指定無形民俗文化財  
鐘
か ね

踊り

県指定無形民俗文化財 
畑野の薦田踊り

　8 月 25 日、新宮町上山の大西神社
の境内で「鐘踊り」が披露されました。
見物客ら約 200 人が見守る中、22 人
の踊り子たちは、鉦

か ね

や太鼓の音に合
わせて華麗に舞いました。
　鐘踊りは、戦国時代にこの地で戦
死した領主・大

 おおにしびっちゅうのかみもとたけ

西備中守元武の慰霊
のために、江戸時代に始まったとさ
れ、今日まで同神社の氏子らによっ
て保存・継承されています。

　8 月 16 日、土居町畑野の薦田神社
の境内で「畑野の薦田踊り」が奉納さ
れました。
　戦国時代に落城した中尾城の城主・
薦
こもだびっちゅうのかみよしさだ

田備中守義定の慰霊のために奉納さ
れる薦田踊りは、同地区の小学生男子
が楽器と踊りを、成人男性が歌を担う
習わしとなっています。今年は 3 人の
小学生が参加し、1 時間かけて 12 曲
を奉納しました。

う
に
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
市
議
会
議
員
さ
ん
の
選

挙
が
近
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
で
は
、
国
政
選
挙
も
近
づ
い

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
私
の
市
長
選
挙

も
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
非

常
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
議
員
さ
ん
に
と
っ
て
み
た
ら
、

選
挙
は
４
年
に
一
度
、
自
分
の
情
熱
や

気
持
ち
を
必
死
の
思
い
で
込
め
て
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ま
方
も
健
康

に
注
意
し
な
が
ら
、
悔
い
の
な
い
戦
い

を
さ
わ
や
か
に
や
っ
て
い
た
だ
い
た

ら
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
、
選
挙

は
戦
い
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
厳
し
い
感

情
が
混
じ
っ
て
く
る
場
合
も
あ
る
。

　

明
日
の
四
国
中
央
市
の
た
め
に
そ

う
し
た
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
市
民

と
一
緒
に
な
っ
て
さ
わ
や
か
な
選
挙

を
や
っ
て
四
国
中
央
市
の
未
来
を
つ

く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
、
夏
の
暑
さ
も
遠
く
に
行

き
、
代
わ
り
に
台
風
が
次
か
ら
次
へ
と

や
っ
て
き
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
は
、

本
市
で
は
、
あ
ま
り
大
き
な
被
害
を
出

さ
ず
に
す
ん
で
い
る
が
、
非
常
に
心
配

で
あ
る
。
特
に
今
時
分
は
稲
穂
に
実
が

入
る
時
期
で
、
刈
入
れ
が
済
む
ま
で
は

大
き
な
雨
も
、
強
い
風
も
い
ら
な
い
。

里
芋
も
同
様
で
あ
る
。
秋
の
お
祭
り
が

終
わ
る
ま
で
、
ぜ
ひ
大
き
な
自
然
災
害

が
起
き
な
い
よ
う
に
心
か
ら
願
っ
て

い
る
。
一
生
懸
命
熱
心
に
育
て
て
き

た
も
の
は
、
む
ご
い
ぐ
ら
い
一
瞬
に
し

て
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
。
秋
の
お
祭

り
ま
で
被
害
を
受
け
な
け
れ
ば
、
本

当
に
神
様
に
感
謝
で
あ
る
。
一
方
で
、

お
か
げ
さ
ま
で
、
時
々
降
雨
が
あ
り
、

ダ
ム
の
水
は
ほ
ぼ
満
水
に
近
い
状
態

を
保
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ダ
ム
の
維

持
管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
国

土
交
通
省
と
水
資
源
機
構
の
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
で
き
る
限
り

今
か
ら
水
を
蓄
え
、
冬
場
の
渇
水
期
、

水
不
足
で
苦
労
を
し
な
く
て
す
む
よ

秋
深
し
、
選
挙
は
近
づ
い
て
く
る
し
大
変
で
あ
る 四国中央市長　篠 原    実


